
唐津市雨水貯留浸透施設設置基準（案）
～唐津市緑の雨庭プロジェクト（案）～

令和８年７月
唐津市 都市計画課

雨庭とは、地上に降った雨水を、下水道に直接
放流することなく一時的に貯留し、ゆっくり地
中に浸透させる構造をもった植栽空間です。
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出典：（公社）雨水貯留浸透技術協会
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１．背景



和多田排水機場
6t/s（R2増築）

浜玉排水機場
6.4t/s

セメン川排水
機場 1t/s

鏡排水機場
4t/s(R2増築)

沖鶴排水機場
2t/s

競艇場ポンプ
9t/s

排水機場位置図と開発行為状況 排水ポンプ ●近年の開発行為

遊水機能を併せ持つ水田の減少に
より、浸水被害が危惧されている。

市街地

田

畑

樹園地

用途地域

農業振興地域
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①沖鶴排水機場（大畑川）
（松ノ元１号、２号排水樋管）
②浜玉排水機場（牟田川）
③鏡排水機場（北牟田川）

②

③

①



出典：（公社）雨水貯留浸透技術協会 5

１．背景



行為 １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ

貯留（遊水地）

レベル1 貯留浸透施設による表面流
出量のピークカット

緑地10％確保（条例）
（分譲区画以外）

畦畔高（30cm）分の容
量確保

レベル２ 浸透施設によるベース
カット5mm/hr以上

上記に加えて地域植生を
活用した公園、雨庭等

上記に加えて畦畔高から
道路高までの容量確保

レベル３ 浸透施設によるベース
カット10mm/hr以上

上記に加えてﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ等
での生態系の創出・再生

上記に加えて道路高から
更に造成する分の容量確
保

※開発面積と開発エリアで検討

２．目標

「唐津市都市計画マスタープラン」にいける自然的土地利用の方針は「農地や山林、海岸・河川な
どの豊かな自然環境を維持・保全するとともに、多面的な機能を有する地域資源として活用する土地
利用を進める」としている。自然的土地利用は維持保全しながら、開発行為や公共事業などにおいて、
地形地質を変更する場合は、３つに分類した目標と段階的にレベルを設定する。
１ 地質の変化に対する対応
国土交通省が公表している基準を準用し、地表面を固めること（地から宅地への表面流出係数の変

化）に対応した貯留浸透機能を確保する。
２ 緑地などの減少に対する対応
唐津市緑花推進条例における１０％の緑地の確保を基準として、さらにグリーンインフラ、ネイ

チャーポジティヴの活用による良好な環境を確保する。
３ 地形の変化に対する対応
水田などを造成することにより、遊水機能が減少し周辺への浸水リスクが高まるため、減少した遊

水機能を可能な限り確保する。
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３．協議フロー図
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都市計画法上の開発行為(開発区域面積1,000m2以上のもの。 協議不要

いいえ

はい

重点地区など
開発により浸水が危惧される流域の農地
・沖鶴排水機場（大畑川）
・松ノ元１号、２号排水樋管
・浜玉排水機場（牟田川）
・鏡排水機場（北牟田川）

１ha以上のもの

いいえ

はい

協議フローについて

１地質の変化への対応（浸透施設、調整池）
２緑地の減少への対応（グリーンインフラなど）
３地形の変化への対応（遊水地）

はい

用途地域内である

はい いいえ

協議不要

いいえ

※用途地域内は一定の雨水排水設備が確立されている

・佐賀県の大規模開発における調整池の設置基準による協議
・唐津市の雨水貯留浸透施設設置基準による協議

・唐津市の雨水貯留浸透施設設置基準による協議

唐津市の雨水貯留浸透施設設置基準での対応について

※重点区域以外においても、状況をみて必要であれば、地形の変化への対応も考慮する

※鏡排水機場については、状況をみて判断

１地質の変化への対応（浸透施設、調整池）
２緑地の減少への対応（グリーンインフラなど）

都市計画区域内である 協議不要

いいえ

はい



降雨強度入力
(佐賀県西部相知)

流出係数算出４．雨水貯留
浸透施設
①地質の変化
→国公開のエ
クセル計算式
を活用
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流出計算（Q-Tｸﾞﾗﾌ）
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比浸透量の計算
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浸透施設能力算定

ピークカット

ベースカット
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浸透施設による流出計算（ベースカット）
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調整池容量の概算

610㎥／ha なので 0.3ha当たり、200㎥程度と想定できる。
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調節計算

最後に
申請書
の出力

計算結果が
ＯＫになる
まで入力
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（参考）緑の県土づくり方針、さがの緑づくり方針

クロマツ、オオシマザクラ、アキニレ、
エノキ、センダン、ウバメガシ、シイ
類、タブノキ、ホルトノキ、ヒメユズ
リハなど

サクラ類、ハナミズキ、コブシ、ハクモ
クレン、モミジバフウ、ヒトツバタゴ、
クロガネモチ、カシ類、モッコク、ヒメ
ユズリハ、中低木類など

ウメ、ヤマボウシ、エゴノキ、ハナミズキ、
イロハモミジ、サルスベリ、ヒメシャラ、
シマトネリコ、ヒメユズリハ、ヤマモモ、
中低木類など

４．②グリーンインフラ
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サクラ類、イチョウ、モミジバフウ、コナラ、
コブシ、カシ類、シイ類、タイサンボク、ク
スノキ、タブノキ、シロダモ、ナナミノキ、
中低木類など

サクラ類、ハナミズキ、コブシ、ハクモク
レン、ヒトツバタゴ、クロガネモチ、カシ
類、モッコク、ヒメユズリハ、タイサンボ
ク、実のなる木、中低木類など

レベル３ビオトープ・
雨庭など

旧高取邸

②グリーンインフラ

中庭や庭の池に一旦雨水を集めて排水するしくみ
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（参考）地質の変化による浸透能力説明図
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４．③地形の変化による遊水能力の減少分の算出（盛土量）

計画造成高

具体的な事例

レベル1 畦畔高0.3m分の湛水容量を確保する（必須）
レベル2 レベル１＋畦畔高から道路高までの湛水容量を確保する
レベル3 レベル２＋道路のから更に造成する分の湛水容量を確保する

道路高

レベル２

レベル３

レベル１

造成量畦畔高

18



19

４．③地形の変化による遊水能力の減少分の算出（盛土量）

畦畔高３０センチ分を確保する場合は、水路・河川沿いに遊水機能として
敷地面積×０．３の容量について確保するもの

接する水路や河川の低いとこ
ろに接続すると容量は確保で
きるが、さらに深くする場合
は、ポンプが必要となる。

D.



水路・河川 道路 堤防

緑地

造成高2.5m 遊水地

道路高2.0ｍ 確保容量 D.H.W.L.2.0m 道路高2.0m

盛土量 畦畔高1.8m

1.0m 現況高1.5m

W.L.1.0m

1ha(10,000m2)の場合、道路高までの遊水機能について

畦畔高30cm分の容量確保する場合　10,000m2×0.3=3,000m3

敷地面積×0.3の容量について、河川・水路沿いに遊水地を確保する。

→自然流下の場合、敷地の３割が遊水地となる 300m

水路・河川

45,000m2×0.3＝13,500m3 遊水地 45m（3割）

例えば、水路・河川の延長が、300mとすると、

45m幅の遊水地を並走することになる

→遊水機能を持つ冠水箇所は最低限この基準を守る

105m（7割）

（例）

水田→造成

150m
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面積 １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ

貯留

1,000m2～
3,000m2

貯留浸透施設による表面流
出量のピークカット

緑地10％確保（条例） 畦畔高（30cm）分の容
量確保

3,000m2～
1ha

浸透施設によるベース
カット5mm/hr以上

上記に加え地域植生を活
用した公園、雨庭等

上記＋畦畔高から道路高
までの容量確保

1ha以上 浸透施設によるベース
カット10mm/hr以上

上記に加えﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ等で
の生態系の創出・再生

上記＋道路高から更に造
成する分の容量確保

①面積要件による分類（目標）

５－１．重点地区以外の運用について

②面積要件による分類（初期導入時）
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面積 １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ

貯留

1,000m2～
3,000m2

－ 緑地10％確保（条例）
ただし、分譲区域外

－

3,000m2～
1ha

貯留浸透施設による表面流
出量のピークカット

緑地10％確保（条例）
ただし、分譲区域外

－

1ha以上 貯留浸透施設による表面流
出量のピークカット

緑地10％確保（条例）
ただし、分譲区域外

面積×(0.1～0.3)以上の
遊水地確保（浸水区域）



面積 １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ

貯留（遊水地）

1,000m2～
3,000m2

貯留浸透施設による表面流
出量のピークカット

緑地10％確保（条例） 畦畔高（30cm）分の容
量確保

3,000m2～
1ha

浸透施設によるベース
カット5mm/hr以上

上記に加え地域植生を
活用した公園、雨庭等

上記＋畦畔高から道路
高までの容量確保

1ha以上 浸透施設によるベース
カット10mm/hr以上

上記に加えﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ等で
の生態系の創出・再生

上記＋道路高から更に
造成する分の容量確保

①面積要件による分類

５－２．重点地区の運用について（目標）

②重点地区のエリア分類

※①と②で周辺環境への影響をみて効果が高い方を採用すること
※小さな開発を要件緩和して容認すると、結局小さな開発が進み、周囲へ溢水する

行為 １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ

貯留（遊水地）

エリア1(基
本条件)

貯留浸透施設による表面流
出量のピークカット

緑地10％確保（条例） 畦畔高（30cm）分の容
量確保

エリア２ 浸透施設によるベース
カット5mm/hr以上

上記に加え地域植生を
活用した公園、雨庭等

上記＋畦畔高から道路
高までの容量確保

エリア３ 浸透施設によるベース
カット10mm/hr以上

上記に加えﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ等で
の生態系の創出・再生

上記＋道路高から更に
造成する分の容量確保
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面積 １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ

貯留（遊水地）

1,000m2～
3,000m2

貯留浸透施設による表面流
出量のピークカット

緑地10％確保（条例）
ただし、分譲区画以外

－

3,000m2～
1ha

浸透施設によるベース
カット5mm/hr以上

上記に加え水辺周辺の
環境や生態系の保全

面積×(0.1～0.3)以上の
遊水地確保

1ha以上 浸透施設によるベース
カット10mm/hr以上

上記に加え水辺周辺の
環境や生態系の保全

面積×(0.1～0.3)以上の
遊水地確保

①面積要件による分類

５－２．重点地区の運用について（最低限の緩和検討）

②重点地区のエリア分類

※①と②で周辺環境への影響をみて効果が高い方を採用すること
※２と３のグリーンインフラと遊水地を組み合わせることで実効性と効果を高める

行為 １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ

貯留（遊水地）

エリア１ 貯留浸透施設による表面流
出量のピークカット

緑地10％確保（条例）
ただし分譲区画以外

－

エリア２ 浸透施設によるベース
カット5mm/hr以上

上記に加え水辺周辺の
環境や生態系の保全

面積×(0.1～0.3)以上の
遊水地確保

エリア３ 浸透施設によるベース
カット10mm/hr以上

上記に加え水辺周辺の
環境や生態系の保全

面積×(0.1～0.3)以上の
遊水地確保
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２グリーンインフラ、ネイチャーポジティブと３遊水地の確保の具体例について

①現況図（例１）



②そのまま宅地開発した場合



③グリーンインフラと遊水地を確保する方法

緑の遊水地



④一体的に土地利用する場合

緑の遊水地

緑
の
遊
水
地



現地のグリーンインフラなどの状況





①現況図（例２）



②開発計画図



③唐津市雨水貯留浸透施設設置基準案を考慮した図



緑の遊水地
断面イメージ図



宅地開発により周囲も含めた浸水が危惧される流域の農地を重点区域としている。
特に、重点区域内の河川や水路沿川については、遊水機能やグリーンインフラを確
保する必要がある。

重点区域（流域）
①沖鶴排水機場（大畑川）
（松ノ元１号、２号排水樋管）

②浜玉排水機場（牟田川）
③鏡排水機場（北牟田川）
※③については、今後の状況をみながら、重点区域化を検討する。

この重点区域の中を３段階にエリア分けしている。
エリア１ 重点区域の中での上流部であり、浸水まではしていない区域
エリア２ 重点区域の中での中流部であり、遊水機能やグリーンインフラを持って
いる。
エリア３ 重点区域の中での下流部であり、大きな遊水機能やグリーンインフラを
持っている。

エリア３については、特に遊水能力が高く、保全した方がいい区域である。
この区域を造成する場合は、遊水機能やグリーンインフラを確保する必要がある。

６．区域案について
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①沖鶴排水機場（大畑川）
（松ノ元１号、２号排水樋管）
②浜玉排水機場（牟田川）
③鏡排水機場（北牟田川）

重点地区（開発により浸水が危惧される流域の農地）

②

③

①

６．区域案について
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エリア３

エリア１

エリア２

エリア３

エリア２

エリア１
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エリア１

エリア１
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②浜玉排水機場（牟田川）流域

エリア３

エリア３

エリア２

エリア２

エリア１
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分水嶺
砂横橋
1.10

浜玉相知線
小崎橋
0.27

浜崎駅南
高長橋
0.09

JA斎場前
原ノ下橋
0.08

大西2号橋
鉄道橋
0.08
0.47

河口

-0.09

国道202号
牟田川橋
0.35

鳥巣浜崎
停車場線
0.65

防潮ｹﾞｰﾄ

0.45

下流
市街地部
高低差約0.8m

中流
水田部
高低差小
水深約0.9m

防潮ｹﾞｰﾄ周辺が高い

ここから
排水機場
ポンプ池へ
-0.70

上流
水田部
高低差約0.8m

No.0 No.90No.32No.25 No.62

牟田川縦断図（測点間25m、高低差強調表示版）

河川勾配の成り立ちについて
・地形分類図の砂丘に市街地が形成され、低地が水田利用されたため、この形状
・潮の流入を防ぐための潮留
・ポンプ始動水位TP0.75m
・市街地への大雨時流入カット
・市街地の水勾配の確保
などの複合的な条件が考えられる。

No.45

標高差約1mで標高0m付近を流れる感潮河川
大雨時には市街地への雨水流入をカットしポンプで横田川へ排水している
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上流（ブルーム前
交差点）

中流（ＪＡ前）

下流（斎場前）

平成３０年７月豪雨における牟田川周辺冠水状況
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令和５年７月３日の牟田川周辺状況（冠水まではしていない時）
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色滅標高（２ｍ以下）
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③鏡排水機場（北牟田川）流域

エリア３

エリア３
エリア２

エリア２

エリア２
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数字は湛水量
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